
� 普通選挙法実施要求運動
～普通選挙制実現の背景～

１　大正デモクラシーと普通選挙運動　

　日露戦争後から大正末年にかけ、政治を中心に社会・文化分野にまで現れた民主主義的・自由
主義的傾向を「大正デモクラシー」とよぶ。大正デモクラシーは1918（大正７）年夏に起きた米
騒動を挟んで、前期・後期に分けることができる。日露戦争講和反対運動は、大正デモクラシー
を特徴づける都市民衆運動の始まりであり、大正デモクラシーの始点と位置づけることができる。
純然たる超然内閣である寺
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内閣の出現に対しても民主的風潮は衰えず、都市中間層や労働
者階級の間にもデモクラシー運動が広がった。その運動のなかで各地に選挙権拡張をスローガン
に掲げる市民的政治結社が誕生した。「普通選挙法実施要求運動」（以下普選運動）はもともと自
由民権運動のなかで生まれたものであるが、静岡県で普選運動が活発になるのは第一次世界大戦

以後とみられる。

２　普選運動と社会主義

　静岡県では鍛
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を中心に1917（大正６）年に
普通選挙期成同盟会が組織され、〈史料１〉

のような活動を行った。〈史料１〉の出典
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』は、いわゆる
特高関係資料である。初期の普選運動は、
社会主義者が指導しており、当局は普選運
動が社会主義と結びついているとみていた。
普選がなかなか実現しなかったのも、普選
が実施されることで社会主義が広まること
を当局がおそれたためであり、普選が実現
した1925年に治安維持法が制定されたのも、
そこに理由があった。
　静岡県における主体的な普選運動の参加

者の一人とみられる杉山は社会主義者であるが、市民運動に関係しており、静岡市で米騒動が起
こる前に米価問題市民大会開催を呼びかけた人物である。大村は1924年に静岡鉄工組合を組織し、
組合長として労働運動にも加わるなど、普選運動と労働運動をつなぐ役割を担った人物である。
　その後も各地で普選運動は高揚し、特に米騒動以降、普選運動はより一層盛り上がっていた。
1920年１月５日には普選運動家として有名な松

まつ

本
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君
くん

平
ぺい

が座長を務め、普通選挙期成同盟会が主催
し、静岡県選出の代議士らが参加した東海十一州普通選挙大会のような大規模な大会が開催され
るに至る。その結果、1925年３月の衆議院議員選挙法改正により普通選挙制が実現し、それを祝
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う市町村民大会が県下各地で開催された。治安維持法とセットとはいえ、普通選挙が実現したこ
とには、時代の変化も少なからぬ影響があった。このころになると明治の元勲がほぼ姿を消し、
それに変わる新しい権威が必要とされていた。「選挙で民衆に選ばれる」ことによって、権威づ
けを図ろうとした人々が普通選挙に賛成する動きを見せた結果であった。

３　全国最初の普選となった浜松市議選

　普通選挙制実現後、全国で最初の選挙は浜松市議選で、その結果
は全国的に注目された。浜松ではその年に鈴

すず
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機
き

争議や日本楽
器争議があり、そのような労働運動が普選にどのような影響を与え
るのかという点においても関心を集めた。資料や研究により数字は
まちまちであるが、中央報徳会機関誌『斯

し

民
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』によると、獲得議席
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系が10、注目された無産政
党が４であった。特徴的なのは政友会との合同に組みしない、中

ちゅう

正
せい

会
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が７であったことである。既成大政党と無産政党との間に、既
成大政党に批判的な会派（中正会）があり、その最左派は無産政党
との接点も持っていた。事実、無産政党４人のうち２人は、議会内
会派として中正会に属していた。つまり、このように多様な政治勢
力が重なり合いながら併存しているといった状況が、事実上の普通
選挙状態となった当時の政治状況なのである。
　なお、この普通選挙制では〈史料２〉にあるように日本に在住する朝鮮人にも選挙権が与えら
れた。日本内地については属地主義による選挙法の趣旨からして当然であるが、「内鮮一体」化
の方針からも朝鮮人に対して、日本人同様の選挙権および被選挙権を付与する措置がとられたの
である。
　日本に在住する朝鮮人が選挙権を失ったのは、1946（昭和21）年４月執行の総選挙からである。
〈参考文献〉
『静岡県史』通史編５　近現代一　第４編第１章
成瀬公策「普通選挙、女性選挙権運動の主唱者／松本君平」（静岡県近代史研究会編『近代静岡の先駆者』静岡新聞社）
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　大正デモクラシーの本流をなす普選運動の先頭に立って活躍した松本君平は、1870（明治３）年、小笠郡中内田村

（菊川市）に生まれた。アメリカのフィラデルフィア大学で財政・経済学を専攻し、ブラウン大学大学院で博士号を

取得し、さらにイギリス、フランスに遊学した。1896年帰国して東京新聞の主筆となる。その一方で憲政党に所属し、

伊藤博文の新党組織化にかかわり、立憲政友会の創設に参画した。

　その後静岡新報社の主筆となり、1901年に普通選挙期成同盟会に参加し、静岡市を基盤に普選運動を中心とする政

治活動に取り組み、1904年の総選挙で静岡市から立候補して初当選を果たした。なお、本文中に普選運動は社会主義

者が指導していたと記したが、松本は社会主義者ではなく、根っからの普選運動家である。

　東海十一州普通選挙大会当時は、1912年に議席を失って以来、返り咲きをねらった1920（大正９）年５月の総選挙

前であった。松本は普選を公約に掲げ、立憲政友会を離党して無所属で立候補し、当選した。
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